
即戦力として本格的な農業経営を目指す人
個人管理の研修ほ場で、栽培し、販売ま
で行う研修になります。
青年就農給付金（準備型）が受給可能で
す。（要件を満たす人）

10人
程度

週５日（月～金）
4月～翌3月（12ヶ月間）
午前８時50分
　　  ～午後４時20分

プロ経営者コース
就農予定時
45歳未満の人

農産物販売を目指す人
共同管理のほ場で研修します。

40人
程度

週３日（月水金）
４月～12月（８カ月間）
午前８時50分

　　  ～午後４時20分

実践農業コース
平成28年４月現在で
63歳以下の人

農業で生計を立てることを目指す人で
特別セミナーのみ聴講する人

15人
程度

毎月１回（全８回）
原則第４水曜日
午後１時30分

　　　　　～午後４時

特別セミナー
聴講コース
（座学のみ）

研修の特徴・対象　　定員受講日
受講期間

研修コース
対象者

平成28年度 農業大学校新規就農支援研修生を募集します
新たに、プロ経営者コース（青年就農給付金（準備型）の受給可能）を新設しました。

無料
ただし、次のものは受講者負担
傷害保険料、教科書代、小農具代など
プロ経営者コースの個人管理のほ場にかかる肥料、農薬、種苗費などは個人負担
12月４日（金）～平成28年２月５日（金）午後５時まで（郵送の場合は当日消印有効）

受 講 料

申込期間

問い合わせ先　熊本県立農業大学（研修部）　☎０９６・２４８・６６００

　
新
規
就
農
希
望
者
に
熊
本
県
新
規
就
農
支

援
セ
ン
タ
ー
・
国
・
県
・
市
町
村
・
県
認
定
研
修

機
関
・
農
業
法
人
な
ど
が
就
農
に
関
す
る
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

と
き
　
平
成
28
年
１
月
17
日（
日
）

　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ（
熊
本
市
中
央

区
水
前
寺
公
園
28
‐
51
）

そ
の
他
　
参
加
費
無
料
、服
装
自
由
、事
前
申

込
書
不
要

問
い
合
わ
せ
先

　（
公
財
）熊
本
県
農
業
公
社
新
規
就
農
支
援

セ
ン
タ
ー
　  

☎
０
９
６
・
３
８
５
・
２
６
７
９

　
小
学
生
部
門
は「
宇
宙
に
飛
び
出
そ
う
」、中

学
生
部
門
は「
宇
宙
の
な
ぞ
に
せ
ま
ろ
う
」を

テ
ー
マ
に
全
国
の
小
・
中
学
生
の
宇
宙
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
作
文
や
絵
画
が
並
び
ま
す
。

と
き
　
12
月
13
日（
日
）〜
23
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー

料
金
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
６
６
・
４
１
１
１

　
出
演
す
る
の
は
、ソ
プ
ラ
ニ
ス
タ
岡
本
知
高

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
た
児
童
合
唱

団
ピ
ッ
コ
ロ
。ピ
ア
ニ
ス
ト
榎
本
潤
さ
ん
の
指

導
を
受
け
、こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習

し
て
き
ま
し
た
。天
使
の
歌
声
が
や
さ
し
く
心

に
響
き
ま
す
。

と
き
　
12
月
20
日（
日
）午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
　
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
ラ
イ
ブ

料
金
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
６
６
・
４
１
１
１

新
規
就
農・就
業
相
談
会
＆

体
験
報
告
会
開
催

全
国
小・中
学
生
作
文
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
展
示

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
ラ
イ
ブ
合
唱
団

ピ
ッ
コ
ロ
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

相
　
談

講
演
・
展
示
会
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研修コース・対象者・研修期間

〔
熊
本
城
内
を
抜
け
た
道
〕

　
江
戸
時
代
初
期
は
、熊
本
城
内
を
街
道
が
抜

け
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、島
津
藩
は
、参
勤
交
代

の
際
に
熊
本
城
内
を
通
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、熊
本
城
の
築
地
塀
狭
間（
小
窓
）の
戸
が

一
斉
に
開
き
、火
縄
銃
の
銃
口
が
薩
摩
の
一
行
に

向
け
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

江
栗
城
内
の
古
道
…
鹿
北
町
の
山
城
で
あ
る
岩

野
城
に
は
、山
頂
の
城
床
を
菊
鹿
町
に
抜
け
る

山
越
え
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。江
栗
城
内
で
も
隣

り
の
地
区
に
通
じ
る
古
道
を
確
認
出
来
る
の
は
、

貴
重
な
事
例
で
す
。

〔
付
記
〕姫
路
城
は
、国
宝
で
世
界
文
化
遺
産
で

す
。平
成
の
修
理
が
終
了
し
て
、「
真
っ
白
」な
城

に
な
り
ま
し
た
。慶
長
14
年（
1
6
0
9
）、五
重

七
階
の
連
立
式
天
守
が
完
成
し
ま
し
た
。徳
川

家
康
の
次
女
・
督
姫
と
結
婚
し
て
、播
磨
52
万
石

の
藩
主
に
な
っ
た
池
田
輝
政
の
手
に
よ
り
ま
す
。

最
上
階
ま
で
、急
階
段
を
１
時
間
待
ち
で
登
り

ま
し
た
。人
ご
み
の
中
、私
は
コ
ケ
な
い
よ
う
に

必
死
の
思
い
で
登
り
降
り
し
ま
し
た
。や
っ
と

登
り
切
り
、城
下
を
眺
め
ま
し
た
が
、疲
れ
て
、

感
動
も
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。私
は
、熊
本
城
が

一
番
だ
と
思
い
ま
し
た
。

1.5
ｍ
、肩
部
に
土
塁
は
な
く
、城
尾
の
西
側
斜
面

を
掘
り
窪
め
た
凹
道
で
す
。

　
Ｂ
は
、１
〜
２
ｍ
幅
の
本
格
的
な
道
で
、⑯
‐

ａ
の
上
位
も
、土
塁
の
形
に
す
ぼ
ま
り
ま
す
。こ

の
分
は
長
さ
20
ｍ
、幅
４
ｍ
あ
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
上
位
の
長
さ
37
ｍ
は
、最
大
幅
2
・5
ｍ
の
完

全
な
土
塁
に
な
り
ま
す
。現
在
、長
さ
1
2
0
ｍ

分
ま
で
調
査
し
ま
し
た
。Ｂ
‐
①
は
、土
塁
か
ら

枝
分
か
れ
し
た
道
幅
の
狭
い
通
路
で
す
。城
内
道

で
し
ょ
う
か
。こ
れ
か
ら
調
査
し
ま
す
。

南
東
側
斜
面
…
Ｂ
‐
①
か
ら
下
位
は
、長
さ
15
ｍ

程
の
緩
傾
斜
地
で
、自
然
地
形
の
ま
ま
で
す
。端

部
は
、凝
灰
岩
の
岩
肌
が
露
呈
し
た
絶
壁
で
、県

道
を
見
下
ろ
す
と
、足
が
す
く
み
ま
す（
高
低
差

18
ｍ
）。こ
の
状
態
は
、Ⅰ
郭
の
西
端
部
と
同
じ
で

す
。Ⅰ
郭
は
、採
石
跡
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

こ
の
個
所
は
、分
か
り
ま
せ
ん
。

県
道
…
本
当
に
狭
い
道
で
す
。城
尾
側
の
岩
盤

を
削
り
取
っ
た
も
の
で
す
。近
世
の
工
事
に
よ
る

も
の
で
し
ょ
う
。城
時
代
は
、菊
池
川
沿
岸
を
通

る
踏
み
分
け
道
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

登
城
道
Ｂ
…
集
落
東
端
の
登
り
口
か
ら
、城
内

に
入
り
、城
尾
の
南
東
縁
を
突
き
抜
け
て
、平
野

地
区
へ
下
っ
た
古
道
と
思
わ
れ
ま
す
。川
岸
を
通

る
踏
み
分
け
道
よ
り
、は
る
か
に
条
件
が
良
い
事

が
、分
か
り
ま
す
。

月
半
ば
に
、大
学
史
学
部
の
Ｏ
Ｂ
会

で
兵
庫
県
の
姫
路
城
と
竹
田
城
に

出
か
け
ま
し
た
。勉
強
に
な
り
ま
し
た
が
、余
り

の
人
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
は
、菊
池
川
を
見
下
ろ
す
南
東
側
斜
面

に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。数
多
く
の
倒
さ
れ
た

木
枝
や
孟
宗
竹
な
ど
は
、綺
麗
に
片
づ
け
ら
れ

て
お
り
、作
業
員
の
方
々
に
感
謝
で
す
。

城
尾
の
調
査

〔
本
体
部
分
〕

　
南
西
端
の
造
成
地
は
⑮
で
、裾
部
に
集
落
か

ら
の
登
城
道（
凹
道
）が
上
が
っ
て
い
ま
す
。道
の

下
位
に
は
、城
尾・
本
体
の
残
地
⑯
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、２
区
画（
ａ
・ｂ
）に
細
分
さ
れ

ま
す
が
、造
成
の
度
合
い
が
低
く
、緩
傾
斜
地
の

状
態
に
留
ま
り
ま
す
。た
だ
し
、⑯
‐
ｂ
は
、道
の

肩
部
に
土
塁（
長
さ
13
・
5
ｍ
・
上
面
幅
２
〜
１

ｍ
）が
積
ま
れ
て
い
ま
す
。

〔
登
城
道
〕

　
⑮
の
下
位
で
、二
股
に
分
か
れ
、城
尾
を
西
縁

下（
Ａ
）と
南
東
縁
下（
Ｂ
）か
ら
包
み
込
む
よ
う

に
登
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
は
、④
の
南
西
下
で
止
ま
る
様
に
見
え
ま

す
が
、か
つ
て
は
、堀
切
に
向
か
う
城
内
道
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。全
長
94
・5
ｍ
、幅
１
〜

十

26

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

つ
い 

じ 

べ
い
は
ざ 

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

と
く
ひ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど 

る
い

　
　
　
　  

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

じ
ょ
う
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り
き
り

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と

Ｂ－①（北東→南西：写真左下は絶壁）登城道Ｂ（南西→北東）

江栗城跡　Ⅲ郭　登城道

大 
田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

江
栗
城
跡

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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